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2024 年 6月 サステナビリティ基準アドバイザリー・フォーラム

（SSAF）会議報告 

I. 概要 

1. 国際サステナビリティ基準審議会（以下「ISSB」という。）の諮問機関である、サステナ

ビリティ基準アドバイザリー・フォーラム（SSAF）会議が、2024年 6 月 11日にビデオ会

議により開催された。主な概要は次のとおりである。 

2024年 6月 SSAF会議出席メンバー  

（SSAFメンバー） 

組織名 出席メンバー 

パン・アフリカ会計士連盟（PAFA） Lebogang Senne 

ブラジルサステナビリティ報告委員会（CBPS） Vania Borgerth 

カナダサステナビリティ基準審議会（CSSB） Charles Antoine St-Jean 

メキシコ財務報告基準審議会（CINIF） Patricia Moles 

David Solano 

サステナビリティ基準委員会（SSBJ） 川西委員長 

中国財政部会計司（MOF-ARD) Dong Wang 

韓国会計研究院（KAI）及び金融委員会（FSC） Woung Hee Lee (KAI) 

Chiyon Choi (FSC) 

インド勅許会計士協会（ICAI） Priti Savla 

サウジ勅許職業会計士協会（SOCPA） Wafa Al Nasrallah 

エフラグ（EFRAG） Chiara Del Prete 

英国財務報告評議会（FRC） Mark Babington 

（ISSB参加者） 

Sue Lloyd副議長、ISSBボード・メンバー、担当スタッフ 

（オブザーバー） 

米国証券取引委員会（SEC）、欧州委員会（EC）、証券監督者国際機構（IOSCO） 
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2024年 6月 SSAF会議の議題 

議 題 
予定 

時間 

実際 

時間 

参照 

ページ 

1 IFRSサステナビリティ開示タクソノミ 45分 30 分 3 

2 SASBスタンダードの向上 45分 35 分 4 

3及び 4 ISSBのリサーチ・プロジェクトにおける

SSAFの関与 

45分 25 分 7 

今後の日程(予定) 

2024年 10月（ビデオ会議） 

SSAF会議への対応 

2. 今回の SSAF会議への対応については、サステナビリティ基準委員会（当委員会）におい

て検討を行った。 
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II. IFRSサステナビリティ開示タクソノミ 

議題の概要 

3. ISSB は、2023年 7 月 27日に「IFRS サステナビリティ開示タクソノミ案」を公表し（コ

メント期限：2023 年 9 月 26 日）、利害関係者からのコメントを踏まえ、2024 年 4 月 30

日に「IFRSサステナビリティ開示タクソノミ 2024」を公表した。 

4. 本セッションでは、ISSB 担当スタッフから、デジタル財務報告を支援するために計画さ

れている活動について説明がなされ、ISSB から提示された次の質問について、意見交換

が行われた。 

(1) ISSB のデジタル財務報告の活動に関して、次のステップに関連する質問又はコメン

トはあるか。 

SSAF会議での議論の概要 

5. 参加者からの主な発言は、次のとおりである。 

(1) タクソノミは、投資者が効率的に情報にアクセスすることを支援する優れた方法で

あり、我々は引き続き ISSBによるタクソノミの取組みを支持していく。また、ISSB

がタクソノミに関するプロジェクトを IASB の取組みと整合的に実施している点に

ついても歓迎する。 

(2) 相互運用可能性（interoperability）を確保する観点からは、タクソノミの優先度は

高く、ISSBが XBRL インターナショナルと協働して「デジタル・コンコーダンス・テ

ーブル1」を開発する意図であることを示している点を支持する。我々は、XBRLタク

ソノミ案を 7 月に欧州委員会（EC）に提出する予定である。また、欧州証券市場監

督局（ESMA）は、詳細なタグ付けの規則を開発する予定である。2024 年 2 月から 3

月にかけて実施した XBRL タクソノミ案に関する協議では、ISSB から多くのフィー

ドバックを受け取り、相互運用可能性がより良いレベルになったと考える。デジタ

ル財務報告における相互運用可能性に関する作業を継続することは、企業が二重報

告を避け、同時に 2つの基準に準拠するために不可欠な要素であると考える。 

(3) 我々の法域では、当局が IFRS タクソノミに基づくデジタル財務報告を主導してお

 
1 2024 年 2 月にエフラグにより公表された「Draft ESRS Set1 XBRL Taxonomy」の中で、「デジタル・

コンコーダンス・テーブル」について、ESRS XBRL タクソノミ案の XBRL 要素と、他の基準を表す関連

付けられた XBRL 要素との関係を示したものとの説明がなされている（The digital concordance table 

shows the relationships between XBRL elements of the Draft ESRS XBRL Taxonomy and the related XBRL 

elements representing other standards）。 



 
 

4/8 

り、ISSBが 2024 年後半に公表予定の IFRS デジタル・タクソノミの導入ガイドは、

国内において ISSB タクソノミを検討するにあたり参考になり得る。今度の IOSCOの

会議において、当該ガイドについて、ISSB が規制当局と議論する計画があるかどう

か、またある場合、いつ頃議論を行う予定かについて知りたい。 

(4) （(3)の発言に関して）当該ガイドは、現在 IFRS タクソノミ協議グループ（ITCG）

によりレビュー中であるが、IOSCOの会議においても議論が行われる予定である。当

該ガイドは、デジタルでの比較可能性を促進するために、適切にタクソノミを拡張

するためのさまざまなアプローチを示しており、ISSB 基準に対して要求事項を追加

する法域にとって特に有用であると考える。デジタルでの比較可能性を促進するた

め、SSAF メンバーに当該ガイド案を共有することも可能であり、フィードバックを

歓迎する。（ISSB 担当スタッフ） 

(5) 我々の法域における最新情報の共有であるが、当局は、財務諸表の中に ISSB基準に従

った開示を含めることを上場企業に対して求めることを提案している。 

(6) サステナビリティ開示タクソノミの開発は、利用者のみならず、異なるフレームワ

ーク又は基準に従って開示を作成する作成者にとっても有用であると考える。また、

当該ガイドは、法域における IFRS S1号及び IFRS S2号の導入（implementation）

に有用であるため、適時に情報を共有してほしい。 

 

III. SASBスタンダードの向上 

議題の概要 

6. ISSBは、2024年 4 月のボード会議において、今後 2年間の作業計画に「SASBスタンダー

ドの向上」プロジェクトを追加することを暫定決定し、2024年 5 月及び 6 月のボード会

議において当該プロジェクトに関する審議を行った2。本セッションでは、Lloyd 副議長

及び ISSB 担当スタッフから、SASB スタンダードの向上に関する検討状況について説明

がなされ、ISSBから提示された次の質問に沿って、意見交換が行われた。 

(1) SASBスタンダードの向上に関する ISSBスタッフの最近の考えについて、フィードバ

ックはあるか。 

 
2 2024 年 5 月のボード会議では、産業のグルーピングに対する ISSB のアプローチについて審議が行

われた。また、2024 年 6 月のボード会議では、SASB スタンダードの向上にあたって本プロジェクト

の論点をどのように優先順位付けするかの規準について審議が行われた。 
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SSAF会議での議論の概要 

7. 参加者からの主な発言は、次のとおりである。 

(1) 我々の法域における、いわゆる「巨大コングロマリット」と呼ばれる企業において

は、SASBスタンダードの産業分類（以下「SICS」という。）におけるほとんどの産業

に該当する活動を行っている場合があり、これらの企業が該当するすべての産業に

関する開示要求を満たすことは難しいと考えられる。仮に ISSBがこのプロジェクト

に取り組む場合、我々は進んでフィードバックを提供する。 

 一方、企業によっては SICSに含まれていない産業に関連する活動を行っている場

合があり、これらの企業は SASBスタンダードにおける開示トピック及び指標を「考

慮（consider）」できない可能性があると考えられる。我々は、SASBスタンダードが

サステナビリティに関連するリスク及び機会の観点から開発された経緯を認識して

いるものの、SASB スタンダードを運用可能なものにするには、仮にサステナビリテ

ィに関連するリスクがそれほど大きくない産業であっても、網羅性の観点から、で

きる限り SICSに主要な産業を含めるべきと考える。 

 さらに、既存の SICSに産業を追加するとしても、仮に IFRS S3号や IFRS S4号を

開発する過程で追加する場合は混乱が生じる可能性があるため、SASB スタンダード

の向上に関する本プロジェクトにおいて追加すべきである。ISSB におけるグルーピ

ングの議論において、例えばサービス・セクターに含まれる産業等、不足している一

部の産業を追加する方法を検討することが考えられる。（SSBJ） 

(2) 我々の法域では、昨日、サステナビリティ開示基準に関する公開協議を終えたばか

りであるため、寄せられたフィードバックを紹介する。 

 まず、SASB スタンダードの役割について、ガイダンスとして機能するものではな

く、追加的な報告の負担であるとの誤解が見られるため、役割を明確にする必要が

あると考えられる。 

 次に、SASBスタンダードの SICSの見方について、一部混乱が見られたようだが、

後日詳細なフィードバックを提供できるかもしれない。 

 最後に、我々の法域における農業セクターの団体から、「農産物」産業に関するガ

イダンスの更新プロセスに参加し、ISSBの作業を支援したいとの声が寄せられた。 

(3) （(2)の発言に対して）ISSB は、IFRS S1 号における SASB スタンダードの役割に対

して利害関係者の中で誤解があることを承知しており、引き続き正確な理解（IFRS 

S1 号は SASB スタンダードの「適用」を要求しているのではなく、「考慮」すること

を要求していること）を促進していく。また、SASB スタンダードの向上のプロジェ
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クトは、SASB スタンダードを最新のものに更新するだけでなく、投資者に必要な情

報を提供するため、ビジネス・モデルや事業活動に関連した方法で SASBスタンダー

ドが設計されていることをより多くの関係者が理解できるようにする機会になると

考える。（ISSB Lloyd副議長、ISSB担当スタッフ） 

(4) 「IFRS S2号の適用に関する産業別ガイダンス」及び SASBスタンダードには、生物

多様性、生態系及び生態系サービス（以下「BEES」という。）等の ISSB の新たなリサ

ーチ・プロジェクトに関連する指標が含まれているため、SASB スタンダードの向上

及びリサーチ・プロジェクトにおいて、このような重複に関する課題にどのように

対処するか議論すべきと考える。 

 次に、SASB スタンダードの向上については、国際的な適用可能性を向上させる方

法論以外に、関連する指標や開示トピックについてもフィードバックを提供したい

と考えており、公開協議の場においてより広い論点が含まれることを期待する。 

 最後に、我々の法域では、SASB スタンダードが、企業のサステナビリティ関連の

リスク及び機会を適切に識別するかどうかについて評価するリサーチを計画してお

り、フィードバックを提供できると考える。 

(5) IFRS S1号及び IFRS S2号を適切に導入する（implement）ための方法の 1つは、さ

まざまな法域における適用可能性を考慮することだと考える。SASB の調査によれば、

SASB スタンダードは北米及び欧州の市場において比較的使用されているものの、ア

ジア・オセアニアを含むその他の地域における採用率は低いとのことである。我々

は、ISSB が、SASB スタンダード及び SICS に関する評価を行う際に、アジア・オセ

アニア地域、特に開発途上国や新興経済国における適用の状況に焦点を当てること

を提案する。SASB スタンダードと法域における産業分類に大きな違いがある場合、

比較可能性を高めるために SASB スタンダードの大幅な修正が必要になることも考

えられる。 

 また、この問題に対処する方法として、ISSB は、各法域が「世界産業分類基準」

（GICS）等のその他の産業分類を採用できるようにすることや、産業分類の間の対

照表（マッピング表）を提供すること、さらに、SASB スタンダードの導入

（implementation）にあたっての課題についてリサーチを行い、法域間で大きな差

異がある産業については SASB スタンダードの改訂を優先的に行うなどの対応をす

べきである。 

(6) （(5)の発言に対して）ISSBにおける議論では、本プロジェクトの論点を優先順位付

けするための規準における 3 番目（当該事項が影響を与える可能性が高い企業の種

類（当該事項が一部の産業及び法域で、他よりも広まっている（prevalent）かどう
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かを含む。））を重視している。（ISSB担当スタッフ） 

(7) 基準設定主体としては、規準の 5 番目（その潜在的なプロジェクトは、作業計画に

おける他のプロジェクトとどのように相互につながりを有するか、また、他の関連

する基準設定主体の作業とどのように相互につながりを有するか）の優先順位を高

くすることを支持する。我々の法域では、2026年 11月までに欧州共同体経済活動統

計分類（NACE）を基礎としたインパクトが大きい 8 つのセクター及び 3 つの金融セ

クターについて、セクター別スタンダードを開発する予定であり、公開草案には、

SASB スタンダードに含まれていないデータ・ポイントも含め、差異表を添付する予

定である。SICSとは異なるグルーピングを調整する方法を確認するため、ISSBと協

働しながら今後詳細な分析を行う予定である。 

(8) 我々の法域では、SASBスタンダードを用いるにあたり重要性（materiality）の評価

との関係に懸念があるため、本プロジェクトにおいて開発途上国の実態に合ったも

のとなるよう貢献したい。 

(9) 本プロジェクトにおいて、ISSB と各法域との間で個別に対話を行い、情報を収集す

ることが有用であると考えられる。（ISSB Lloyd副議長、ISSB担当スタッフ） 

 

IV. ISSBのリサーチ・プロジェクトにおける SSAFの関与 

議題の概要 

8. 本セッションでは、ISSB担当スタッフから、リサーチ・プロジェクト（BEES及び人的資

本プロジェクト）の初期段階における SSAFの役割及び活動案に関する説明がなされ、意

見交換が行われた。 

SSAF会議での議論の概要 

9. 参加者からの主な発言は、次のとおりである。 

(1) 我々の法域では、2024年 3月から「自然関連財務開示に関するタスクフォース」（以

下「TNFD」という。）に関する理解度、開示の必要性及び開示作成に関する課題等に

ついてリサーチを実施しており、当該リサーチ結果を 10月の SSAF 会議で共有する

ことが考えられる。また、当局において、TNFDを基礎とした任意開示のガイドライ

ンの開発を目的とした「自然資本に関するタスクフォース」を 2024 年 3 月に設置

した。基準設定主体としては、当該ガイドラインと大きな差異がない基準を開発す

ることを検討している。 
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 一方、人的資本については、今年の下半期に、欧州サステナビリティ報告基準

（ESRS）及び米国の人的資本に関する開示規則等の既存の基準の内容を基礎とし

て、法域内企業に対して、既存の開示及び準備状況等についてリサーチする予定で

ある。人的資本は幅広い課題を対象とするため、他国と協働してリサーチすること

も計画している。 

(2) 我々の法域では、既に自然に関する 4つの基準と、「自社の従業員（own workforce）」

及び「バリュー・チェーンにおける労働者」の基準を公表しているため、これらの

基準の内容を提供することが有用であると考える。 

(3) 我々の法域では、2 週間後の年次総会においてサステナビリティ報告に関する議論

が行われる予定であり、その際に本件についても共有する予定である。 

(4) 我々の法域では、2026年から中小企業に対してサステナビリティに関連する指標の

開示を要求する予定であり、当該開示要求には、BEES及び人的資本に関連するもの

が含まれるため、指標の導入に関するフィードバックを共有する可能性がある。 

 また、2024 年 10 月に国連生物多様性会議がコロンビアで開催予定であり、そこ

でのフィードバックについても共有する可能性がある。 

(5) 我々の法域では、IFRS S1号及び IFRS S2号について公式の翻訳を終えたところで

あり、基準の内容に関する認知を促進しているものの、義務化には至っていない。 

(6) 我々の法域では、特に生物多様性に関する取組みを進めているため、取組みに関す

るフィードバックを提供することが考えられる。 

(7) SASB スタンダードの向上、BEES 及び人的資本に関するプロジェクトの間の関連性

について、気付事項があればフィードバックをいただきたい。 

 また、TNFDなどの採用状況や、法域固有の開示に関する取組みについて特に関心

がある。（ISSB Lloyd副議長） 

 

以 上 


